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序文

ニホンイシガメMauremys japonicaは日本の本州，四国，九州及び島嶼に生息する日本固有種である

(Yasukawa et al., 2008)．本種は，生息地の改変，外来生物による影響や商業目的の乱獲など様々な人

為的要因により全国各地で減少し，準絶滅危惧種に指定される種となった(環境省，2019；小賀野他，

2015)．このような背景から，全国各地で本種の生息域内保全及び生息域外保全が行われている(例えば

小賀野他，2015；楠田，2019)．しかしながら，どの保全対策も本種の個体数が激減してから対策が始め

られたものが多く，野外において本種の個体数回復まで至った事例は報告されていない．その理由とし

て，本種を含めた淡水性カメ類の多くは，卵から幼体などの若齢個体の生存率が非常に低いうえに

(Iverson, 1991)，雌が産卵可能になるまで長期間かかるため，一度個体数が減少してしまうと個体数を回

復させることは非常に難しいことがあげられる(例えばKeevil et al., 2018)．全国各地で急速に消失しつつ

ある本種をこれ以上減らさないためには，個体数の多い地域を何としても死守する必要がある．しかしな

がら，本種が日本広域に分布する在来種であること(Yasukawa et al., 2008)，生態系内で担う役割への

理解が不十分であったこともあり，優先的に保全すべき理由が明確になっておらず，準絶滅危惧種になっ

てしまった現在まで保全対象とされることは少なかった．これらの理由より，生息地における生息環境の改

変の制限や商業利用の規制などの措置が取られにくく，健全な個体群のまま維持することは難しいと考え

られる．日本国内には早急に保全対策を講じるべき種の保存法(絶滅のおそれのある野生動植物の種の

保存に関する法律)に基づいて指定された希少種(国内希少野生動植物種)が数多く生息する中で，希少

種に指定されていないニホンイシガメのような日本広域に分布する在来種が個体数を激減させる前に適

切な保全対策を講じるためには，優先的に保全対策を実施しなくてはならない重要性を提示する必要が

ある．そこで，本稿では，ニホンイシガメの保全上の重要性を明らかにすることを目的に，本種の生態系内

における役割及び保全の必要な理由を整理した．

ニホンイシガメの生態系における役割

ウミガメ類，淡水性カメ類及びリクガメ類を含めたカメ類の生態系内での役割に関しては，海水域，淡水

域や陸域間のエネルギー流，物質循環，高次捕食者，餌生物，腐食動物，種子散布者及び土壌攪乱など

様々な役割が指摘されてきた(Lovich et al., 2018；Moll and Moll, 2004)．中でも，淡水性カメ類であるニ

ホンイシガメの生態系内での役割に関しては，矢部(2002)により，いくつかの項目が既に整理されてい

る．特に，高次捕食者，餌生物，種子散布者及び腐食動物としての役割である．そこで，本稿では，矢部

(2002)以降に発表された文献を含め，改めてニホンイシガメの各役割の詳細について以下に整理した．
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高次捕食者

ニホンイシガメは孵化幼体，幼体から成体の生育段階において，様々な在来餌生物を捕食する捕食者

である．食性に関する文献を整理した上野他(2014)より，ニホンイシガメは動物質から植物質，他生物の

死体までを幅広く捕食する雑食性であることが示されている．また，本種は成体になると主要な在来の捕

食者が存在しないため，湿地生態系における高次捕食者として位置づけられると考えられる．これまでに

行われた直接観察や糞分析より，本種は甲虫目，トンボ目，セミ目，ハエ目，バッタ目，鱗翅目の幼虫など

の昆虫，ニナ目等の淡水生貝類，マイマイ目等の陸生貝類，サワガニやエビ目など甲殻類，魚類，イネ

目，ガマ目，フトモモ目，マメ目や藻類など様々な餌生物を捕食することが報告されている(矢部，2002；野

田・鎌田，2004；湯橋・太田，2014)．このように，本種は水中に生息する生物だけでなく陸上に生息する

生物の両方を捕食していることは注目すべき特徴である．従って，河川や溜池などの水域のみではなく，

水域周辺の陸域環境を含めた広い環境における重要な高次捕食者として位置づけられる．つまり，本種

の個体数が多い地域は，餌となる様々な在来生物が本種を支えているため，生物多様性の豊かな自然

環境が維持されていると期待される．

カメ類の高次捕食者としての役割として，主にアメリカ合衆国の汽水域に生息するダイヤモンドガメが，

植物を食害する貝類の個体数を制限するなど，栄養カスケード(高次捕食者から，その餌生物，さらにそ

の餌となる植物等へと影響が波及すること)を通して，在来生態系に多大な影響を与えることが示唆されて

いる(Silliman and Bertness, 2002)．日本においては，ニホンイシガメが稲を食害する外来貝類のスクミリ

ンゴガイを捕食することが明らかにされており，外来貝類の増加を防ぐことで稲の食害などの農業被害を

軽減させる生物的防除の効果が期待される(矢部・岡田，2006；Yusa et al., 2006)．このように，高次捕食

者として，本種が在来及び外来の餌生物の個体数を制限する機能を担っている可能性もあるため，今後，

高次捕食者としての役割に関する詳細な調査を行っていく必要があるだろう．

餌生物

一般的に，カメ類は卵や孵化幼体などの若齢期の生存率が非常に低く(Iverson, 1991)，これらの段階

の大部分は在来生物に捕食されていると考えられる．ニホンイシガメは成体になると主要な在来捕食者は

存在しないが，卵や孵化幼体，幼体などの若齢時には多くの在来捕食者に捕食されると考えられている．

特に，体サイズの小さい0歳から3歳頃までは生残率が非常に低いことが知られている(矢部，2002)．土

の中に産卵された卵の多くは，イタチなどの小型哺乳類やカラスなどの鳥類，シマヘビなどの捕食者に捕

食されている(矢部， 2002；島田・戸苅，2008；楠田他，2013)．また，孵化幼体などの若齢時にもシマヘビ

などの捕食者に捕食される(松久保，2005)．このように，ニホンイシガメは卵から幼体にかけた若齢個体

の多くが捕食されることにより，様々な在来捕食者を支える餌動物としての役割を担っている．

種子散布者

淡水性カメ類の種子散布者としての重要性を指摘した研究は，海外を中心に様々な研究例が報告され

てきた．特に，カメ類が果実の種子を糞として排泄することにより種子分散に貢献するだけでなく，排泄さ

れた種子の発芽が促進されることが知られている(Braun and Brooks, 1987；Moll and Jansen, 1995；

Liu et al., 2004)．ニホンイシガメにおいても，種子散布者としての役割が指摘されている(矢部，2002；安
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川，2017)．これまでに，ニホンイシガメの糞から，アケビ，カキ，ヤマモモなどの実の断片や種子が確認さ

れている(矢部，2002；湯橋・太田，2014)．矢部(2002)は，ニホンイシガメが陸上をしばしば歩き回ること

で糞に含まれる種子の陸上移動に貢献するだけでなく，水中に糞をすることによって，排出された種子が

水の流れで広域まで拡散され得ることから，特に本種の種子散布者としての役割の重要性を指摘してい

る．本種は日本列島に生息する他の淡水性カメ類(クサガメやミシシッピアカミミガメ)に比べ，水域だけで

なく陸域も頻繁に利用するため(Haramura et al., 2010)，植物の種子散布に貢献すると期待されている．

腐食動物

湿地生態系におけるカメ類の役割として，特に重要視されているものが腐食動物 (掃除屋)または分解

者としての役割である．これまでに，世界各地からカメ類の多くが野生生物の死体を食べている事例が報

告されてきた(Shinha，1995；Spencer et al., 1998；Thompson，1993)．このような背景から，生態系にお

けるニホンイシガメの重要な役割として，矢部(2002)は腐食動物や分解者としての重要性を指摘してい

る．これまでに，本種がフナ，オイカワ，カラス，ニホンイシガメなど水中に落ちた死体を食した例が確認さ

れている(矢部，2002)．また，陸上に落ちていた死体を摂食した事例としてヤマカガシの死体や，イヌの糞

などを食していた例が報告されている(矢部，2002；西川，2008)．さらに，トンボ目やセミ目の成虫などの

飛翔する昆虫類の捕食も確認されており(矢部，2002；野田・鎌田，2004)，これは水中に浮かんだ死体，

もしくは，水辺周辺の陸地に落ちた死体を食したものと考えらえる．このように，淡水性カメ類であるニホン

イシガメは，水中に落ちている死体だけでなく，水域周辺の陸上に落ちている死体を含めて消費すること

により，湿地生態系における重要な腐食動物または分解者としての重要な役割を担っていると考えらえ

る．

環境指標種としての役割

矢部(2002)はニホンイシガメの環境指標種としての有用性を指摘している．一般的に，淡水性カメ類

は，生活史を全うする上で，主な生息環境となる河川や溜池などの水域環境だけでなく，産卵場所となる

陸域環境の両環境を必要とする．また，淡水性カメ類が多くの子孫を残すためには，水域環境と陸域環境

(産卵場所)の両方が揃っているだけでなく，両環境を容易に往復できるような繋がりの良い環境であるこ

とが重要である．ニホンイシガメは，産卵以外にも，水域周辺の水田，畑や陸域環境を採餌場所や休憩場

所等の様々な用途で利用することから(Haramura et al.,2010)，本種が個体群を存続する上で水域環境

だけでなく，容易に移動可能な陸域環境が存在していることが重要であると考えられる．

Haramura et al(2010)により，外来種であるクサガメに比べ，ニホンイシガメがより陸域環境を頻繁に利

用することが報告されており，この結果はニホンイシガメが陸生由来の餌生物を捕食する傾向にあること

と一致している(上野他，2014)．野田・鎌田(2004)によると，ニホンイシガメが大きく成長する上で，生息環

境に陸上昆虫等の動物質の餌生物が豊富に存在することが重要であることが示唆されている．ニホンイ

シガメの主な生息環境となる水域周辺の水田，畑や森林には多種多様な動物質の餌生物が生息してい

るため，本種が大きく成長する上でこれらの周辺環境の存在と両環境間の往復が容易に行えることが重

要になると考えられる．

ニホンイシガメは飼育下または野生化において，頻繁に皮膚病を発症させ，重症例は死に至るとされる

(鎌田・廣瀬，1998；小賀野・鎌田，2018)．つまり，ニホンイシガメが健康を維持するためには，日光浴によ
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り体温調節や皮膚または甲羅の殺菌を行うことが出来る十分な広さの陸域環境が必要となるだろう．

これらのことから，高次捕食者であるニホンイシガメの個体数が多く，齢構造が正常な環境は，水域と陸

域が存在するだけでなく，両環境の連結性が非常に良い環境であることを示していると考えられる．従っ

て，水域環境だけでなく陸域環境を頻繁に利用する高次捕食者である本種の個体数が多い環境そのもの

を保全することで，水域または陸域それぞれに生息する多くの在来餌生物だけでなく，水域と陸域の両環

境を必要とし，かつ両環境の繋がりが良い複雑な環境を必要とするカエル類やトンボ類などの様々な在来

餌生物も同時に保全することに繋がると期待される．

ニホンイシガメを保全対象種とすべき理由

本稿ではニホンイシガメの生態系における役割及び保全の必要な理由を整理してきた．一般的にカメ類

のバイオマスは非常に高いため(Iverson，1982；Lovich et al.,2018)，ニホンイシガメが高次捕食者や餌

生物として様々な在来生物と直接的に関わりあうことで，湿地生態系における重要な捕食-被食関係の一

部を担っていると考えられる．さらに，腐食動物として，他生物の死体の分解を促進させるだけでなく，種

子散布者として植物の種子分散に貢献している可能性が挙げられる．このように，淡水性カメ類である本

種は，たった1種類で，高次捕食者，餌生物，分解者及び種子散布者などの様々な機能を担う唯一無二

の存在であると期待される．しかしながら，現状としてニホンイシガメの生態系内における役割に関する理

解は十分とは言えないため，今後，生態系における本種の役割に関する基礎的な研究に取り組むことに

より，本種の重要性を定量的に評価していくことが望まれる．
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